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〔らいぶらりい〕 
Progress in Allergy，Vol.24. 
Kallos，P.，Waksman，B. H.，and de Weck，A. L. editors. 
S. Karger，Basel，Switzerland，1978. 
このシリーズ第24巻では 5つのトピックスがとりあげられている。まず Dete-
ction of immune complexes in human diseases.と題し Zubler，R.H.と 
Lambert，P. H.が血中免疫複合物 (IC)の証明の研究の現況をとりあげている。
ヒトの多くのアレルギー性疾患が血中を流れる抗原抗体結合物による組織障害に
よっておこる (Immunecomplex diseases)という通説に従えば血中の ICを証
明しようとする試みは当然のなりゆきである。 ICの抗原側からの追求が困難な
現状では ICのもつ物理化学的，生物学的性質を用いての間接的な ICの測定
が種々試みられている。臨床像の動き，活動性，予後の想定等に血中 IC測定の
有用性が見出されている一方で， Immune complex diseaseの病理発生機序に
ついてのその概念の再検討の余地のあることも示唆されている。
次いで Phillips，S. M.と Colley，D. G. によって Immunologicaspects 
of host respones to Schistosomiasis: Resistance，immunopathology and 
eosinophil involvement.と題しマラリア症とならんで重要な， 約8%にも及ぶ
ヒトが擢患していると推定される住血吸虫症の研究の歩みが報告されている。液
性免疫と細胞性免疫を含む想像以上に複雑な免疫学的背景をもったこの疾患の解
析に動物実験や invitroの成果が有意な情報をもたらしつつある。好酸球の住
血吸虫症における肉芽腫形成への関与についてもくわしく言及されている。 
Boros，D. L.は Granulomatousinf1ammation. という古くて新らしい話題
をとりあげている。異物肉芽腫から過敏症肉芽腫にわたり紹介されている。この
方面の研究の進歩は mononuclearphagocytic systemの解析と lymphokine
に代表される mediatorの発見によるところが大である。本来異物に対する防禦
的反応である肉芽腫反応が時に組織破壊性となるところに臨床的にも肉芽腫性炎
症の最大の問題点があるのであるが，これを左右する主因子は macrophage の
中に見出される可能性がつよい。 
Silberberg-Sinakin，I.， Baer，R. L.，と Thorbecke，G. J.が Langerhans 
cells. A review of their nature with emphasis on their immunologic fun- 調ι 
ctions.を書いている。皮膚に見出されたこの特殊な細胞内小器官をもった細胞
が皮膚における免疫機構に重要な関与をもっとの新らしい概念は読者に非常な興
味をもたせる。 
Kazimierczak，W. と Diamant，B.は Mechanismsof histamine release 
in anaphylactic and anaphplactoid reactions. という一文で mastcell及び 
basophilからのヒスタミン遊離の問題を詳細に紹介している。細胞膜上で、のIgE
と抗原との結合をはじめとして種々のヒスタミン遊離機構が知られているが，い
ずれも一時的にせよカノレシウムに対する細胞膜の透過性の上昇が基本にあると考
えら打る。ヒスタミン遊離に関係するエネノレギーや膜の再生の問題についても論
及されている。
以上本書は広くアレルギー学の分野で、の話題がとりあげられており，基礎系臨
床系をとわず多くの医学研究者の興味を満足させる内容をもっていると考えられ
る。
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